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６月号広報しもだ　（お知らせ版）
●発行　下田市役所企画課　　●電話　0558 － 22 － 2212　　●発行日　令和 3年 6月 18 日　

　同報無線（広報しもだ）の放送内容や休日当番医、災害（新型

コロナ、風水害）情報や観光情報など、皆さまのお手元にホット

な情報をお届けします。

問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２

下田市メール配信サービス

ご利用ください

令和３年８月から介護保険負担限度額認定申請に係る負担段階と負担限度額が、 下記のとおり一部変更になります。

今まで発行対象であった方につきましても負担段階の変更、もしくは対象外となる可能性があります。 今までの第３段階が、

年金収入等の金額により 「第３段階①」 と 「第３段階②」 に分類されます。

※年金収入等＝公的年金収入額 （非課税年金を含みます。） ＋その他の合計所得金額

※居住費の負担限度額は変更ありません。 また、 生活保護受給者や老齢年金受給者等 （第 1段階） の負担限度額は、

　食費 ・居住費ともに変更ありません。

補足給付の預貯金要件の見直し 7月まで 見直し後　8月から

年金収入等※ 80 万円以下（第 2段階） 単身

1,000 万円

夫婦

2,000 万円

単身 650 万円

夫婦 1,650 万円

年金収入等 80 万円超 120 万円以下（第 3段階①）
単身 550 万円

夫婦 1,550 万円

年金収入等 120 万円超（第 3段階②）
単身 500 万円

夫婦 1,500 万円

８月より施設入所者の食費と居住費 (ショートステイ含む ) の

負担限度額が一部変更になります。

食費の負担限度額の見直し
施設入所者 ショートステイ利用者

７月まで 見直し後　8月から 7月まで 見直し後　8月から

年金収入等 80 万円以下（第 2段階） 390 円 390 円 390 円 600 円

年金収入等 80 万円超 120 万円以下（第 3段階①） 650 円 650 円 650 円 1,000 円

年金収入等 120 万円超（第 3段階②） 650 円 1,360 円 650 円 1,300 円

対象でない方 負担額は施設と利用者の契約により定められています。

預貯金の条件が変わります

食費の負担限度額が変わります

問合せ先 市民保健課介護保険係　（窓口④） ☎㉒２０７７



　

市
役
所
の
開
庁
時
間
中
（
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）
に
、
仕
事
や

学
業
等
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
出
来
な

い
方
の
た
め
、
６
月
10
日
（
木
）　

～
６
月
30
日
（
水
）
ま
で
（
土
曜

午
後
・
日
曜
除
く
）
市
民
係
窓
口

の
延
長
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

６
月
10
日
～
６
月
30
日　

月
曜
～
金
曜　

19
時
30
分
ま
で

土
曜　
　
　
　

９
時
～
12
時
ま
で

※
土
曜
午
後
・
日
曜
は
開
庁
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階
、
市
民
保
健
課

市
民
係
窓
口
（
西
館
入
口
か
ら
お

入
り
く
だ
さ
い
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
必
要
な
も
の

・
郵
送
さ
れ
た
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
」

・
「
通
知
カ
ー
ド
」

　

※
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
紛
失

届
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

　

※
所
有
者
の
み

・
本
人
確
認
書
類　

　

顔
写
真
つ
き
の
身
分
証
１
点　

そ
れ
以
外
は
２
点
必
要
で
す
。

※
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
旅
券
な
ど
官
公
庁
発

行
の
顔
写
真
付
証
明
書
の
う
ち

１
点
、
ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、

介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど

の
２
点
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

　

延
長
時
間
中
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
以
外
の
業
務

（
カ
ー
ド
申
請
や
住
民
票
・
戸
籍

の
交
付
や
、
住
民
異
動
届
、
仮
ナ

ン
バ
ー
申
請
等
）
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

※
受
取
は
、
申
請
者
ご
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。
15
歳
未
満
の

方
、
被
成
年
後
見
人
の
場
合
は
、

申
請
者
本
人
と
と
も
に
法
定
代

理
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

原
則
代
理
人
の
受
取
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

各課

問合せ先

健 ：市民保健課健康づくり係　☎㉒２２１７　　国 ：市民保健課国保年金係　☎㉒３９２２

市 ：市民保健課市民係　☎㉒２２１５　　観 ：観光交流課　☎㊱３９１３

産 ：産業振興課　☎㉒３９１４　　防 ：防災安全課　☎㊱４１４５

福 ：福祉事務所　☎㉒２２１６　　企 ：企画課　☎㉒２２１２

図 ：市立図書館　☎㉒０３５２　　学 ：学校教育課　☎㉓３９２９

生 ：生涯学習課　☎㉓５０５５　　選 ：選挙管理委員会　☎㉒２２１１

この情報は 6月 18 日現在のもので、 今後変更される場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

７月の納税　納期は８月２日（金）

固定資産税　２期　　　　　国民健康保険税　３期　　　　　介護保険料　１期

「納税は便利な口座振替で」 「口座振替は残高確認を！」
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下田市行事カレンダー（６月１８日～７月１７日）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口

　

交
付
の
た
め
の

　
　
　

窓
口
延
長
に
つ
い
て
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新
し
い
保
険
証
は
藤
色
で
、
７

月
中
に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
保
険
証
は
、
有
効
期

限
が
過
ぎ
た
ら
細
か
く
裁
断
し
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
保
険
証
の
記
号

番
号
の
隣
に
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
「
枝
番
」
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
（
健
康
保
険
証
利
用
は
、
令

和
３
年
10
月
ま
で
に
開
始
予
定
）

◎
保
険
証
が
届
い
た
と
き
の

　

確
認
事
項

・
他
の
健
康
保
険
証
と
重
複
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

・
加
入
者
に
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
転
居
、
転
出
な
ど
住
所
を
変
更　

し
た
方
は
い
ま
せ
ん
か

　

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。
市
民
保
健
課

国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
で
手
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
未
納
の
世

帯
の
方
は
、
保
険
証
を
税
務
課
収

納
係
（
窓
口
⑦
）
で
窓
口
交
付
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　

（
窓
口
③
）　

☎
㉒
３
９
２
２

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
６
１
０
円
で
す
。

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
が
免
除
、
又
は
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
過
ぎ
て
い
な
い
期
間
ま

で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
～
令
和
２

年
度
分
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
分
の
申
請
は
７

月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　

（
窓
口
③
）　

☎
㉒
３
９
２
２

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
の
世

帯
合
計
額
（
支
給
限
度
額
を
超
え

た
分
等
は
除
く
）
が
一
定
の
上
限

額
を
超
え
た
分
は
申
請
に
よ
り

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し

て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
８

月
利
用
分
か
ら
現
役
並
み
所
得
者

の
上
限
額
が
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
介
護
保
険
係

　
　

︵
窓
口
④
︶　

☎
㉒
２
０
７
７

　

７
月
以
降
の
受
給
資
格
の
見
直

し
の
た
め
、
該
当
す
る
方
に
は
６

月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
を
提
出
し
な
い
場

合
、
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
30
日
（
水
）

対
象
者

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

・
両
親
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児

童
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
前

年
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
。

※
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
１
人
当

た
り
38
万
円
、
16
歳
か
ら
18
歳

の
扶
養
親
族
１
人
当
た
り
25
万

円
を
控
除
し
た
結
果
、
所
得
税

が
非
課
税
と
な
れ
ば
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

前
年
所
得
の
状
況
に
よ
り
審
査

を
行
う
の
で
、
申
告
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
速
や
か
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係　

　
　

（
窓
口
⑥
）  

☎
㉒
２
２
１
６

　

市
で
は
、
次
の
方
々
に
障
害
者

相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
相

談
員
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
助
言
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
で
知
り
得
た
個
人
の
情
報

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

委
嘱
期
間

２
年
間
（
令
和
３
年
４
月
か
ら
令

和
５
年
３
月
ま
で
）

連
絡
先

○
身
体
障
害
者
相
談
員

川
端　

元
之　
　

☎
㉒
６
２
３
６

里
見　

た
か
子　

☎
㉒
５
９
３
５

勝
村　

和
彦　
　

☎
㉒
６
１
２
６

三
室　

忠
志　
　

☎
㉒
４
０
０
１

加
藤　

美
百
合　

☎
㉒
５
４
５
１

○
知
的
障
害
者
相
談
員

進
士　

信
行　
　

☎
㉒
４
７
５
４

○
精
神
障
害
者
家
族
相
談
員

田
村　

俊
哉　
　

☎
㉓
０
９
２
３

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
　（
窓
口
⑥
）  

☎
㉒
２
２
１
６

令和３年７月利用分まで 令和３年８月利用分から

上限額（月額） 上限額（月額）

・年収約1,160万円以上 140,100円（世帯）

・年収約770万円以上約1,160万円未満 93,000円（世帯）

・年収約383万円以上約770万円未満 44,400円（世帯）

利用者負担段階区分

現役並み所得者に該当しない一般、住民税非課税世帯の方等については変更ありません。

現

役

並

み

所

得

者

44,400円（世帯）

令
和
３
年
８
月
か
ら

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を

　
　
　
　
　

ご
使
用
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
免
除

申
請
の
受
付
は
７
月
１
日
か
ら

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

     

上
限
額
が
一
部
変
わ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

  

助
成
金
更
新
手
続
を
忘
れ
ず
に

下
田
市
障
害
者
相
談
員
を

　
　
　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

３ページ



○
下
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
と

は
？

　

身
体
に
様
々
な
障
害
を
も
っ
た

方
が
仲
間
を
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
行
事
を
通
し
て
、
悩
み
や

困
り
ご
と
を
お
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
社
会
参
加
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
障
害
者
の
親

睦
団
体
で
す
。

○
ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
？

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ー
リ
ン

グ
等

各
種
文
化
活
動

文
化
作
品
展
、
う
た
の
広
場
、
囲

碁
、
将
棋
等

各
種
研
修
活
動

会
員
研
修
会
、
障
害
者
防
災
研
修

会
、
相
談
員
研
修
会
等

※
移
動
費
等
の
交
通
費
は
、
身
体

障
害
者
福
祉
会
で
負
担
し
ま
す
。

※
活
動
へ
の
参
加
は
自
由
で
す
。

○
入
会
手
続
き
は
ど
う
す
る
の
？

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
難
病
患
者
の
方
で
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
文
化
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
、
仲
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い

る
方
々
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記
役

員
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
会
費　

１
０
０
０
円

連
絡
先

里
見
た
か
子
（
蓮
台
寺
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
５
９
３
５

後
藤
瑞
義
（
箕
作
）	

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉘
１
１
３
４

勝
村
和
彦
（
西
本
郷
）	

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
６
１
２
６

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係　

　
　

（
窓
口
⑥
）  
☎
㉒
２
２
１
６

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の

重
度
障
害
者
に
、
今
年
度
末
ま
で

有
効
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
自
動
車
税
又
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
、
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

対
象
者

・
身
体
障
害
者
１
級
、
２
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
の
方

・
精
神
障
害
者
１
級
、
２
級
の
方

助
成
の
内
容

　

１
乗
車
に
つ
き
普
通
車
タ
ク

シ
ー
初
乗
り
運
賃
の
利
用
券
を
１

人
に
つ
き
24
枚
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
認
印

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

・
伊
豆
急
東
海
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

・
株
式
会
社
栄
協

・
ヒ
フ
ミ
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

・
社
会
福
祉
法
人
春
栄
会　

ケ
ア

セ
ン
タ
ー
う
ば
め
櫧
（
介
護
タ   

ク
シ
ー

申
請
・
問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係　

　
　

（
窓
口
⑥
）  

☎
㉒
２
２
１
６

○
家
の
被
害
状
況
を
写
真
で
記
録

し
ま
し
ょ
う

　

災
害
で
住
ま
い
が
被
害
を
受
け

た
と
き
は
、
被
災
者
の
方
々
が
１

日
で
も
早
く
日
常
の
生
活
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
に
、
市
で
も
様
々
な

支
援
に
動
き
出
し
ま
す
。

　

そ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
、
被
害
の
状
況
を
調
査
（
被
害

認
定
調
査
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
片
付
け
や
修
理
を
し
て
し

ま
う
と
調
査
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
家
の

被
害
状
況
を
写
真
に
撮
っ
て
保
存

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

写
真
は
、
市
か
ら
罹
災
証
明
書

を
取
得
し
て
支
援
を
受
け
る
際

や
、
保
険
会
社
に
損
害
保
険
を
請

求
す
る
際
な
ど
に
役
に
立
ち
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
は
、
家
の
外
と
中
の　

写
真
を
撮
る
こ
と
で
す
。

○
家
の
外
の
写
真
の
撮
り
方

●
カ
メ
ラ
・
ス
マ
ホ
な
ど
で
な
る

べ
く
４
方
向
か
ら
撮
る
よ
う
に　

し
ま
し
ょ
う

●
浸
水
の
跡
は
、
す
ぐ
に
消
え
て　

し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
浸　

水
の
深
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
撮
り

ま
し
ょ
う
。

※
メ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
あ
て
て
「
引　

き
」
と
「
寄
り
」
の 

写
真
を

撮
る
と
、
被
害
の
大
き
さ
が
良

く
わ
か
り
ま
す
。

 

○
家
の
中
の
写
真
の
撮
り
方

●
家
の
中
の
被
害
状
況
写
真
は
、　

２
種
類
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
被
災
し
た
部
屋
ご
と
の
全
景

②
被
害
箇
所
の
「
寄
り
」

●
想
定
さ
れ
る
撮
影
箇
所

内
壁
、
床
、
窓
、
出
入
口
、
サ
ッ

シ
、
襖
、 

障
子
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
、
洗
面
台
、 

便
器
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス　

等

問
合
せ
先
　

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

 
 
 
 
 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

税
務
課
資
産
税
係

 
 
 
 
 

（
窓
口
⑧
）
☎
㉒
２
２
１
８

下
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
へ

                

入
会
し
ま
せ
ん
か

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー

             

利
用
料
金
の
助
成

住
ま
い
が
被
害
を
受
け
た
と
き

最
初
に
す
る
こ
と

４ページ



令
和
４
年
下
田
市
成
人
式

日
時　

令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
開
式

受
付
時
間

13
時

場
所

下
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者

平
成
13
年
４
月
２
日
～

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
14
年
４
月
１
日
生

〇
案
内
状
の
送
付
に
つ
い
て

市
内
在
住
者

令
和
３
年
９
月
１
日
時
点
で
、

市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
対
象

の
方
に
は
、
９
月
末
頃
ま
で
に
案

内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

市
外
在
住
者

市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い

対
象
の
方
で
、
市
で
開
催
さ
れ
る

成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
次
記
申
込
先
へ
内
容
を
記

載
し
、
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

件
名

令
和
４
年
下
田
市
成
人
式
申
込
み

本
文

①
新
成
人
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
案
内
状
送
付
先
の
郵
便
番
号
、

住
所
（
方
書
き
）
③
電
話
番
号
④

生
年
月
日
⑤
卒
業
中
学
校

申
込
先

k
y
o
u
i
k
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
m
o
d
a
.
l
g
.
j
p

新
成
人
企
画
・
出
演
者
募
集

　

新
成
人
に
よ
る
特
技
の
披
露

（
15
分
程
度
）
や
、
ア
イ
デ
ア
を

個
人
、
団
体
は
問
わ
ず
に
募
集
し

ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
、
採
択
者
の
み
11
月
末
ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

室
内
飼
い
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
ケ
ガ
や
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

・
病
気
の
感
染
が
防
げ
ま
す
。

・「
ふ
ん
・
お
し
っ
こ
・
い
た
ず
ら
」

に
よ
る
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
な
く
な
り
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
の
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

将
来
、
子
猫
を
増
や
す
こ
と
を

望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢

の
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
・

去
勢
手
術
に
よ
り
、
生
殖
器
系
の

病
気
も
予
防
で
き
る
と
と
も
に
、

発
情
期
の
異
様
な
鳴
き
声
、
放
浪

癖
、
喧
嘩
、
尿
ス
プ
レ
ー
等
を
抑

止
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
性
格

が
穏
や
か
に
な
り
飼
い
や
す
く
な

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

猫
に
首
輪
（
名
札
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

猫
に
首
輪(

名
札)

を
つ
け
る

こ
と
で
迷
子
札
に
も
な
り
ま
す
。

首
輪
な
ど
に
飼
い
主
の
身
元
を
表

示
す
る
こ
と
で
、
迷
子
に
な
っ
た

と
き
や
屋
外
で
け
が
を
し
た
と

き
、
ま
た
災
害
の
際
に
も
役
立
ち

ま
す
。

捨
て
る
事
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん

　

一
度
飼
い
始
め
た
ら
生
涯
飼
う

こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
あ
り
、

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で

す
。

問
合
せ
先

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

　

夏
に
な
り
、
び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
大
量
に
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
分
別
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
、

キ
ャ
ッ
プ
を
と
っ
て
な
い
も
の
な

ど
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。
分
別
方

法
の
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

②
び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
必
ず
中
身
を
出
し
、
水
洗

い
し
て
下
さ
い
。

③
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
は
、
必
ず
取
っ
て
下

さ
い
。
調
味
料
（
酢
、
ポ
ン
酢
、

醤
油
な
ど
）
、
オ
リ
ー
ブ
油
な

ど
の
び
ん
も
同
様
で
す
。

④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
必
ず
Ｐ
Ｅ
Ｔ

１
の
マ
ー
ク
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
油
、
洗
剤
、
ソ
ー
ス
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
化
粧
品
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ボ
ト
ル
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
可
燃
ご
み
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

　

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で

は
な
く
、
私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
」

　

国
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
の
公
布
・
施
行
日
で

あ
る
平
成
11
年
６
月
23
日
を
踏
ま

え
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
し
て
、
様
々
な
取
組
を

通
じ
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
の

目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
国
や
県
、
市
だ
け
で

な
く
、
国
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と

り
の
取
組
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
e
n
d
e
r
.
g
o
.
j
p
/

び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

分
別
の
お
願
い

猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

～
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
～

６
月
23
日
～
29
日
は

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間
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収集地区 ７月 ８月

　旧町内①

　　新田・住吉・大和・港・大坂

　　中央・弥七喜・広岡東

　旧町内②

　　広岡西・岩下

　稲生沢①

　　敷根・東本郷・西本郷・高馬・中一・中二

　稲生沢②

　　立野・蓮台寺・河内・下大沢（集荷場は月後半のみ）

　　上大沢（石田は月前半のみ）

　浜崎地区

　　柿崎・外浦・須崎

　稲梓地区

　　須原１　　　月前半：八木山・北の沢橋

　　　　　　　　月後半：茅原野橋・坂戸井戸の窪

　　須原２　　　月前半：伊豆製菓前

　　　　　　　　月後半：入谷集会所前

　　宇土金　　　月前半：宇土金橋

　　　　　　　　月後半：火ノ見

　　北湯ヶ野　　月前半：立沢橋横

　　　　　　　　月後半：土屋一宅前

　　箕作・相玉・荒増・落合・椎原・横川・加増野

　朝日地区

　　吉佐美・大賀茂（桂公会堂は月前半のみ）・田牛

　白浜地区

　　原田・板戸・長田　月前半：サニーステップ

　　　　　　　　　　　月後半：金指信彦宅前

※リサイクルステーションへの搬出は時間厳守でお願いします（原則午前７時～８時）

　1日（木）

１５日（木）

　２日（金）

１６日（金）

　６日（火）

２０日（火）

　７日（水）

２１日（水）

　８日（木）

２７日（火）

　９日（金）

２８日（水）

１３日（火）

２９日（木）

１４日（水）

３０日（金）

７月・８月のリサイクル分別収集予定表
●広報しもだ（お知らせ版）　令和３年６月号

６ページ

地区 ７月 ８月 地区 ７月 ８月

旧下田地区
７日 （水）

21 日（水）

４日 （水）

18 日（水）

稲生沢地区 14 日（水）

28 日（水）

11 日（水）

25 日（水）

朝日地区

浜崎地区
稲梓地区

白浜地区

※午前７時から 11 時の間に出してください。カラーコーン（赤色）がおいてあります。

※古着は雨の日でも回収します。ビニール袋の口をしばって出してください。

※７月 21 日、８月４日の原田区・長田区の古着の収集はありません。

　３日（火）

１８日（水）

１３日（金）

２７日（金）

１２日（木）

２６日（木）

１１日（水）

２５日（水）

　６日（金）

２４日（火）

　５日（木）

２０日（金）

　４日（水）

１９日（木）

１７日（火）

３１日（火）

７月の下田をきれいにする日は、

７月３日（土）です。

　身の回りの身近な美化活動から

　お願いいたします。 　

問合せ先　　清掃センター

　　　　　　　☎㉒６６８６

７月・８月の古着類拠点回収日


